
▲野嶋委員長（中央）から内藤町長に中間報告書が提出されました

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
規
模

の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
行
政
機
能
を

維
持
し
、
か
つ
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
耐
震
性
能
の
確
保
を
含

め
た
庁
舎
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
7
月
に
越
前
町
本
庁
舎
整

備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
本
庁
舎
整
備
に
関

し
必
要
な
事
項
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
3
回
の
会
議
を
開
き
、
現
庁
舎

の
耐
震
改
修
案
や
一
部
建
替
え
案
、
全
部
建
替

え
案
な
ど
、
5
つ
の
プ
ラ
ン
を
想
定
し
、
比
較

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
現
庁

舎
の
全
部
建
替
え
が
最
も
望
ま
し
い
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

　
9
月
7
日
、
こ
の
改
修
方
針
に
つ
い
て
、
野

嶋
委
員
長
（
福
井
大
学
教
授
）
か
ら
内
藤
町
長

に
答
申
の
中
間
報
告
が
あ
り
、
町
で
は
答
申
内

容
を
踏
ま
え
て
、
現
敷
地
内
で
の
建
替
え
を
念

頭
に
庁
舎
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
検
討
委
員
会
で
は
、
今
後
、
次
の
世

代
に
よ
り
良
い
財
産
を
残
せ
る
よ
う
将
来
を
見

据
え
た
本
庁
舎
の
整
備
基
本
計
画
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

改
修
の
必
要
性

耐
震
性
能
不
足

  

本
庁
舎
旧
館
は
、
平
成
23
年
に
実
施
し
た
耐

震
診
断
調
査
の
結
果
、
昭
和
56
年
に
改
正
さ
れ

た
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
と
判
定

さ
れ
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
、
建
物
が
倒

壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
、
と
診
断

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
規
模
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
だ
け

で
な
く
、
来
庁
者
や
職
員
の
安
全
確
保
に
も
支

障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

老
朽
化

　
現
本
庁
舎
お
よ
び
別
館
は
、
平
面
図
の
と
お

り
北
側
増
築
部
を
除
い
て
24
～
50
年
が
経
過
し

て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
設
備
も
経
年

劣
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
築
を
重
ね
て
い

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
全
体
と
し
て
の
動
線
が
悪

く
、
施
設
・
設
備
面
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

算
出
例

例
え
ば
、
10
億
円
の
事
業
に
財
源
と
し

て
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
場
合

町
費
が
、 

５
０
０
０
万
円

借
金
（
合
併
特
例
債
）
が
、

 

9
億
５
０
０
０
万
円

借
金
の
う
ち
、
70
％
に
あ
た
る

 

6
億
６
５
０
０
万
円

が
、
交
付
税
と
し
て
算
入
さ
れ
る
の
で
、

結
果
と
し
て
町
が
実
質
負
担
す
る
額
は
、

 

3
億
３
５
０
０
万
円

で
済
み
ま
す
。

改
修
方
針

検
討
プ
ラ
ン
①
〜
③
、
⑤
は
、

◦
耐
震
補
強
を
し
て
も
建
物
の
耐
用
年
数
は
延

び
な
い
。

◦
仮
庁
舎
が
必
要
で
、
移
転
に
伴
い
事
務
の
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

◦
旧
館
以
外
の
建
物
も
今
後
15
年
ス
パ
ン
で
建

替
え
等
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
時
点
で
は

全
て
自
主
財
源
に
な
る
。
ま
た
、
老
朽
化
に

伴
う
維
持
管
理
費
の
増
大
も
考
え
ら
れ
、
将

来
的
な
負
担
が
大
き
く
な
る
。

検
討
プ
ラ
ン
④
は
、

◦
事
業
費
は
一
番
大
き
く
な
る
が
、
今
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
合
併
特
例
債
の
活
用
に

よ
り
、
将
来
的
な
財
政
負
担
も
軽
減
で
き
、

5
つ
の
検
討
プ
ラ
ン
と

概
算
費
用

①
旧
館
を
耐
震
補
強 

10
億
９
４
４
０
万
円

②
旧
館
を
取
壊
し
鉄
骨
造
2
階
建
に
建
替
え
、

別
館
を
議
事
堂
に
改
修

　

	

11
億
４
４
１
４
万
円

③
旧
館
を
取
壊
し
鉄
骨
造
3
階
建
に
建
替
え

　

	

12
億
３
０
４
１
万
円

④
全
部
建
替
え 

20
億
４
７
４
０
万
円

⑤
旧
館
を
取
壊
し
、
別
館
と
の
間
に
増
築
し
て

鉄
骨
造
3
階
建
に
建
替
え
、
別
館
を
議
事
堂

に
改
修 

13
億
５
１
０
４
万
円

※
外
構
工
事
、
備
品
購
入
費
な
ど
は
、
別
途
計

上
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

財
源

　
平
成
31
年
度
ま
で
に
整
備
す
れ
ば
、
合
併
特

例
債
を
財
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　
平
成
32
年
度
以
降
に
整
備
す
る
場
合
、
合
併

特
例
債
に
変
わ
る
財
源
が
無
い
た
め
、
全
て
自

主
財
源
に
な
り
ま
す
。

合
併
特
例
債

　
充
当
率　
　
　
　
95
％　

　
交
付
税
算
入
率　
70
％

　
（
償
還
額
の
70
％
が
普
通
交
付
税
に

　

  

算
入
さ
れ
ま
す
）

次
の
世
代
に
よ
り
良
い
か
た
ち
で
財
産
を
残

し
て
い
け
る
。

◦
将
来
の
人
口
減
少
、
職
員
の
減
少
や
公
共
施

設
の
集
約
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
施
設
の
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
（
柔
軟
性
）
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
検
討
委
員
会
で
は
、
全

部
建
替
え
（
北
側
増
築
部
は
、
検
討
中
）
が
改

修
方
針
と
し
て
望
ま
し
い
と
の
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

整
備
イ
メ
ー
ジ

　
新
し
い
本
庁
舎
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
し
て
、
ま
た
町
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
拠
点
と
し
て
、
来
庁
者

の
利
便
性
の
向
上
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

の
充
実
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

◦
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

◦
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
庁
舎

◦
機
能
的
か
つ
効
率
的
な
庁
舎

◦
環
境
と
経
済
性
に
配
慮
し
た
庁
舎

※
整
備
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
の
広

報
誌
に
折
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
監
理
課　
☎
３
４‒

８
７
１
９

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成29年10月号広報 えちぜん7 平成29年10月号

現本庁舎および別館平面図

本
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

庁
舎
の
整
備
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す

庁
舎
整
備
の
必
要
性
・
改
修
の
方
針


	広報えちぜん153号1
	広報えちぜん153号2

